
資 料　２中 央 区 エ コ タ ウ ン 構 想 （ 案 ）  概 要 － 東 京 駅 前 地 区 － 
１ ． 構 想 （ 案 ） 策 定 経 過 

２ ． 地 区 の 取 り 組 み の 方 向 性 の 検 討 

３ ． 地 区 の 将 来 イ メ ー ジ 

・ワークショップでは、「エネルギー」、「緑と水辺」、「交通」、「まちづくり」を４つの分野ごとに取り組みの方向性を整理。 
・取り組みを推進し、地区の将来イメージを実現させるため、３つのプロジェクトを柱に据え、取り組みの内容をより明
確化した。 

○構想（案）検討メンバー（ワークショップメンバー） 
 ・日本橋六の部連合町会 
 ・京橋一の連合町会 
 ・東京中央大通会 
 ・東京駅八重洲大地下街商店会 
 ・日本橋二丁目通町会商店会 
 ・日本橋八重洲仲通り商店会 

中央区 
 ・企画部 
 ・環境土木部 
 ・都市整備部 

・照明や街路灯の高効率化など省エネルギーの取り組みの推進 
・「（仮称）京橋環境ステーション」を拠点にエネルギーの有効利用に関わる情 
 報提供や普及啓発の促進 
・地区でのカーボンオフセットの推進や地域冷暖房システム導入等による高効 
 率化 
・地区内でエネルギーを循環させ、有効利用するような仕組の検討 

・街路樹の整備や緑のアダプト制度の活用した企業等による街路樹の維持管理 
・日本橋（川）に関連するイベント開催等 
・ビルの屋上や敷地内の緑化、花壇等によるスポット的な緑の設置 
・日本橋船着場を活用した水上交通の活性化 
・高速道路の撤去 
・日本橋川の水質浄化 

・羽田・成田空港へのアクセス向上をはかるためのバスターミナルの整備、歩行空
間の確保、自動車流入規制、地下空間の整備、地下と地上部のアクセス改善など、
地下部分を含めた歩行者ネットワークのの検討 
・EV・PHVなどの環境に配慮した自動車の導入促進 
・自転車を安全で快適に利用するための方策 
・東京駅周辺の機能強化 

・まちづくりに当たり、情報の共有化や協力体制確立のための協議の場（組織） 
 が必要 
・地区全体の取り組みを管理・運営していく「エリアマネジメント組織」を設立 
・地区のコミュニティ形成を支える場として「（仮称）中央区環境情報施設」の活用 
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○東京駅の交通機能が強化され空港へのアクセス向上が図られている。 
○東京駅前の整備等や地下と地上部との連携により、ゆとりある歩行空間が確保され、歩 
  行者が移動しやすく、 歩いて楽しいまちが形成 
○エネルギーの効率的利用が進み、CO２排出量が少ない、日本の都市を代表する低炭素な 
   地区 
○日本橋川沿いの親水空間整備、街路樹やオープンスペースの緑の整備が進み、過ごしや 
  すい空間として地区に潤いと快適さを与えている。 
○エリアマネジメントの仕組が確立 
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プロジェクト３ 
「エコ江戸」ブランドの確立 

地区内での環境配慮活動を促すことで、地区の魅力と
活力を高める取り組み 

プロジェクト２ 
都心型エネルギー利用の推進 

プロジェクト１ 
「日本の玄関口」としてふさわしい魅力あるまちづくり 

○快適な歩行空間確保のための街路樹等の整備・管

理及び清掃活動の促進 

○環境負荷の少ない移動手段の促進 

 ・自転車や電気自動車等の積極的導入 

○さくら祭り等の身近なイベントでのエコ活動 
○打ち水イベント 
○地区内企業のエコ活動の表彰、取り組み情報の 
 発信 
○日本橋船着場の周辺整備とその活用方策の検討 

・日本橋三丁目西町会・商店会連合会 
・日本橋六之部連合青年部 
・東京電力株式会社 
・東京ガス株式会社 
・東京都環境局 

○ワークショップ開催状況 
（平成２２年度） 
・第一回(H22.8.9)      
 テーマ：地区の環境について/こんな地区にしたい 
・第二回(H22.9.7）      
 テーマ：こんな地区にしたい/自分たちにできること 
・第三回(H22.10.25)   
  テーマ：自分たちにできること/構想に盛り込みたいこと 
・第四回(H22.12.20)     
 テーマ：構想に盛り込みたいこと 

（平成２３年度） 
・第一回(H23.5.20)  
   テーマ：プロジェクト化への方向性 
・第二回(H23.7.26） 
    テーマ：プロジェクトの具体化・重点化 
               エコタウン構想案の構成の検討 
・第三回(H23.8.31)  
  テーマ：エコタウン構想素案の確認     

４ ． 地 区 の 将 来 イ メ ー ジ 達 成 の た め の プ ロ ジ ェ ク ト 

東京駅を中心とした駅の交通機能の再構築や歩いて楽しい歩行環境を整備することで、利便性
の向上と環境負荷の低減を図る。 

○地下空間の活用による東京駅の交通機能の強化 
○まちを歩きやすくするための工夫 
 ・案内板のコンセプト・デザインの統一化の検討 
 ・まち歩きマップの作成・普及 
 ・放置自転車対策の推進○歩きやすく環境に配 
  慮した道路整備 
 ・遮熱性舗装等の整備実施 

低炭素なまちの実現に向けて先進的なエネルギー利

○（仮称）京橋環境ステーションを核とした地区 
 の低炭素化の推進 
○省エネに関する取り組みの推進 
 ・区の補助制度等の情報提供 
○建物等の環境への配慮の推進 
 ・まちづくり基本条例等による指導など 
○地域冷暖房の利用促進、高効率化の検討 

取 扱 注 意 


